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L 目 的

　 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 目的 は 3 つ あ る 。 1 つ 目 は 、 第二 言 語 習得 （SLA ） 研 究 の 目的 とそ の

手 法に つ い て 論 じる こ とで あ る 。 こ こ で は 、 例 え ば 、 SLA 研 究 と 呼 ば れ て い る研 究 の 中 に

は 、 実 際に は SLA の 解 明 を研 究 の 対象 と して い な い もの や 、現 在の 研 究 で も 1970 年 代以

降明 ら か に され て き た 事実を 無視す る よ うな形 で 進 め られ て い る研 究が あ る こ と を 示 す 。

ま た 、 基 盤 とな る 理 論 な しに デー
タ を集 め た結 果 、 論理 的 な 考察 を行 うこ とが 不可 能 に な

っ て し ま っ た研 究が あ る こ と な ど に も触 れ なが ら 、 SLA 研 究 の 目的 と そ の 手 法 に つ い て 考

え て い きた い
。 2 つ 目は 、 日本 人 英語 学習者 の 「英語 の 能力」 に っ い て 、実証 的な デ

ー
タ

に基 づ い て 論 じ る こ とで あ る 。 英語 の 代名詞 、 数量詞 、動詞 の 屈 折な ど の 習 得 に つ い て 、

結 果 と し て 、当 初 の 目的を 達成せ ずに 終 わ っ た研 究 な ど も紹 介 しな が ら 、 日本 人 英 語 学習

者 の 「英語 能 力 」 に つ い て 考 え て い き た い
。 3 つ 目は 、 日本人 英 語 学 習 者 の 研 究か ら、SLA

と い う人 間 の 認 知 活 動
一

般 に 対 して 、 どの よ うな提 案が 行 え る の か 、 ま た 、そ れ は 何 なの

か 、 と い うこ と に つ い て論 じ る こ とで あ る 。
こ こ で は 、 母 語 と し て 持 っ て い る 言 語 知 識が

す べ て 第 二 言語 に 反 映 され る の か ど うか 、SLA と母 語 習得の 類似 点 と相違 点 は 何 か 、 第二

言 語 学習者 に と っ て 特に 難 し い と思 われ る点 は 何 か 、 な どの 問題 を考 え て い きた い
。

2．構 成

　上 記 の 目的 に 従 っ て 、
こ の シ ン ポ ジ ウム は 3 つ の セ ク シ ョ ン で 構 成 す る 。

2．L 第 二 言 語 習得 研究 の 目 的 とそ の 手 法 　　（担 当 ： 若 林 茂 則 ）

　は じめ に 、 SLA 研 究 の 研 究領域 に つ い て 、い くつ か の 観 点 か ら考 え る。 まず 、　 SLA 研 究

と外国語 教 育研 究 との 違 い に つ い て 論 じた 後 、前者 を Wakabayashi （2003 ） の 考 え 方 に し

た が っ て core 　SLA 　research と broad　SLA 　research に 分 け 、 さ らに 後者 を 2 っ の 領 域 に 分 け

る 。 そ れ ら の 分類 を 通 して 、現在 の SLA 研 究 と 呼 ばれ て い る 領 域 に は 、本 来 そ の 領 域 に 含

まれ るべ きで な い 種 類 の 研 究 も含 まれ て い る の で は ない か とい う問題 提 議 を行 い た い
。

　次 に 、議 論 の 対 象 を core 　SLA 　research に 絞 り 、こ れ ま で の 研 究 で 明 らか に され て き た こ

とを 簡単 に振 り返 る 。 対象分析仮説 、創 造 構 築仮 説 、母 語 習得 との 類似 と相 違 、 刺 激 の 貧

困 の 問題 、系 統 性 と変異性 な ど を順 に 示 した後 、 い わ ゆ る文化 変容 モ デル を 取 り上 げ 、 そ

の 問題 点 を明 らか に す る 。 そ れ に よ っ て 、SLA 研 究 に と っ て 、基盤 と な る 「理 論 」 が 抜 け

る と どの よ うな 問題 が 生 じる の か を明 らか に した い
。
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2．2．日本 人 英 語 学 習者 の 「英語 の 能力 」　 （担 当 ： 須 田孝 司 、伊藤 美 代子 、 新井 佳織 ）

　 こ こ で は 、主 に 生成 文 法 理 論 に 基 づ く SLA 研 究 を 見 て い く。 こ こ で は 、まず 、英語 代 名

詞 の 形 の 習得 を 取 り上 げ る 。 日本 文 に 対 応 す る 英 文 を選 択 す る タ ス ク を行 っ た 場 合 、 日本

人 英語 学習者 の 中 に は 、Him　kissed　herや He　likes　she の よ うな文 を 、正 し い 英 文 だ と判 断

す る 学習者 が い た 。 こ の 判断 結果 か ら、代名詞 の 形 の 習得で は 、英語 を母 語 と して 習 得 す

る 子 供 と 同 じ よ うに 習得 が行 わ れ る場 合 と母 語 の 文法 が 第二 言語 に 反 映 され る場合 が あ る

こ と を 示 す 。 次 に 、代 名 詞 の 指 示 特 性 の 習 得 を 取 り上 げ る 。 絵 を 使 っ た truth 　 value

judgement　task を行 っ た 結果 、日本 語 と英語 の 代名 詞 の 指示 特性 は 異 な っ て い る に もか か

わ らず 、学習 者 は 子 供 の 母 語 習 得 と全 体 的 に 似 た傾 向 を示 し た 。
こ の 結果 を も と に 、SLA

に お け る言 語 処 理 の 問題 や 、SLA と熟 達 度 の 関係 に つ い て 議 論 す る 。 最後 に 、数 量詞 遊 離

の 習得 を取 り上 げ る。英 語 と 日本 語 の 数 量 詞 は 、共 に修 飾 す る名 詞 句 か ら離れ る こ とが で

き る が 、遊 離 に 関す る規 則 は 両 言語 で 異 な る。 日本 人 大 学生 を対 象 に して 文法 性 判 断 タ ス

ク を行 っ た結 果 、学 習 者 は 英 語 の 存 在 数 量詞 も普遍 数 量詞 も遊 離 を許 さな い こ とが わ か っ

た 。
こ の 結 果 よ り、学 習 者 は 普遍 数 量詞 と存在 数 量 詞 の 区別 はで き る が 、決 定 辞句の 構 造

が 習得 で きな い こ と を示 す 。

　 こ の よ うに 、生 成 文 法 理論 に 基 づ い て 実証 的 デ ー タ を扱 っ て い る SLA 研 究 を紹介 し 、日

本 人 の 「英 語能 力 」 に つ い て 考 え て い き た い 。

2．3．第 二 言語 習得 モ デル 　 　（担 当 ： 若 林 茂則 ）

　理 論 に 基 づ い た SLA 研 究で は 、様 々 な習 得 モ デル が 提 案 され て い る。例 えば 、生 成 文法

理 論 を基盤 と した SLA 研 究で は 、母語 と し て 持 っ て い る 言語 知 識 が す べ て 第 二 言語 に 反 映

され る と 考 え る SLA モ デ ル （Schwar 七z ＆ Sprouse，1996 ）や 、 こ れ と は 対 照 的 に 、母 語

の 言 語 知 識 は 第 二 言 語 に 反 映 され ず 目標 言 語 の 母 語 習得 と同 じよ うに 習得 が 行 わ れ る と考

え る SLA モ デ ル （Vainikka ＆ Young ・Scholten，1996） な どが あ る 。 ま た 、 こ れ ら の モ デ

ル 以 外 に も、言語機 能 と形 式 に焦 点 を 当て た競 合 モ デ ル や 言 語 処 理 の プ ロ セ ス に 基 づ く コ

ネ ク シ ョ ニ ス ト ・モ デル も存 在 す る 。

　 こ こ で は 、上述 の よ うな 日本人 英語 学習者 の 習得 研 究 や他 の SLA 研 究 を も とに 、
　 SI、A

の メ カ ニ ズ ム は どの よ うに な っ て い る と考 え られ る か 、SLA 研 究 に 対 し どの よ うな 提 案が

で き る の か 、 残 され た 問題 点 は何 か 、 と い うこ とに つ い て 論 じ て い きた い
。
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